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予
算
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
定

例
会
初
日
に
一
般
会
計
、
特
別
会
計

及
び
下
水
道
事
業
会
計
の
各
予
算
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
一
般
会
計

は
３
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日

間
、
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会

計
は
３
月
１０
日
に
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
定
例
会
最
終
日
に
は
、
山
田

大
輔
一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
長
と

山
岸
真
知
子
特
別
会
計
・
下
水
道
事

業
会
計
予
算
特
別
委
員
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
審
査
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結

果
、
一
般
会
計
を
賛
成
多
数
で
、
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会

計
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
長
の
提
案
説
明
の
概
要
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

予
算
総
額
は
７
百
７９
億
９
千
万
円

で
、
前
年
度
比
０
・
７
％
、
５
億
４

千
６
百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
等
の
先
行
き
が
い
ま
だ
見

通
せ
な
い
中
、
必
要
な
施
策
、
事
業

に
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
配
分

し
、
市
が
目
指
す
つ
な
が
り
、
共
に

創
る
ま
ち
こ
だ
い
ら
の
実
現
に
向
け

推
進
し
て
い
く
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
市
税
が
１２
億
７
千
４
百
万

円
の
増
、
税
連
動
交
付
金
が
５
億
９

千
２
百
万
円
の
増
と
な
る
一
方
、
普

通
交
付
税
が
８
億
円
の
減
、
臨
時
財

政
対
策
債
の
借
入
れ
は
５
億
２
千
７

百
万
円
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

〈
歳
出
〉
障
害
者
や
子
育
て
世
帯
等

の
生
活
を
支
え
る
扶
助
費
、
子
ど
も

の
教
育
環
境
を
整
備
す
る
普
通
建
設

事
業
な
ど
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百
８４
億
６
千
万
円
で
、

前
年
度
比
３
・
８
％
、
６
億
７
千
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
税
は
前
年
度
比
１
・

８
％
、
約
６
千
５
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
般
会
計
繰
入
金
を
２５

億
円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
基

金
か
ら
１
億
２
百
万
円
を
繰
入
れ
、

収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
す
。

〈
歳
出
〉
予
算
総
額
の
６
割
強
を
占

め
る
保
険
給
付
費
は
、
前
年
度
に
比

べ
３
億
５
千
万
円
増
の
百
１９
億
５
千

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
５１
億
５
百
万
円
で
、

前
年
度
比
５
・
５
％
、
２
億
６
千
６

百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
一
般
会
計
繰
入

金
、
広
域
連
合
か
ら
の
受
託
事
業
収

入
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

〈
歳
出
〉
広
域
連
合
へ
納
付
す
る
負

担
金
の
ほ
か
、
保
健
事
業
に
要
す
る

経
費
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
数

は
、
前
年
度
比
千
人
増
の
２
万
５
千

８
百
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百
５６
億
３
千
３
百
万

円
で
前
年
度
比
３
・
９
％
、
５
億
９

千
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
国
庫
支
出
金
、

支
払
基
金
交
付
金
、
都
支
出
金
、
一

般
会
計
繰
入
金
等
計
上
し
て
い
ま
す
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
は
前
年
度
比

４
・
３
％
、
約
５
億
９
千
４
百
７２
万

円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域

支
援
事
業
費
は
前
年
度
比
０
・
７
％
、

約
６
百
３５
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

要
支
援
要
介
護
認
定
者
数
は
、
前

年
度
比
３
・
３
％
増
の
１
万
４
百
４９

人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
下
水
道
事
業
会
計
】

〈
収
益
的
収
入
及
び
支
出
〉

　

収
入
は
４２
億
８
千
６
百
３０
万
８
千

円
で
、
前
年
度
比
０
・
５
％
、
２
千

百
４０
万
４
千
円
の
減
で
す
。

　

支
出
は
３８
億
８
千
４
百
４７
万
６
千

円
で
、
前
年
度
比
０
・
５
％
、
１
千

９
百
６４
万
９
千
円
の
増
で
す
。

〈
資
本
的
収
入
及
び
支
出
〉

　

収
入
は
１４
億
１
千
７
百
１３
万
７
千

円
で
、
前
年
度
比
１７
・
１
％
、
２
億

９
千
２
百
８８
万
２
千
円
の
減
で
す
。

　

支
出
は
２７
億
７
千
２
百
１
万
１
千

円
で
、
前
年
度
比
２
・
９
％
、
７
千

７
百
６３
万
６
千
円
の
増
で
す
。

（要旨）

各
会
派

各
会
派
のの
討
論
討
論

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る

　

①
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

拡
大
は
評
価
す
る
が
、
財
政
健

全
化
に
向
け
た
大
き
な
指
針
が

不
明
瞭
で
あ
る
。
②
Ｄ
Ｘ
推
進

は
あ
る
程
度
進
ん
で
い
る
が
、

外
部
人
材
登
用
や
全
庁
的
な
連

携
に
よ
る
推
進
を
求
め
る
。
③

小
平
第
十
一
小
学
校
等
の
更
新

の
際
は
、
市
民
に
き
め
細
か
な

説
明
を
求
め
る
。
④
公
共
施
設

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
は
評
価
す
る
が
、 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
へ

の
具
体
的
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し

て
ほ
し
い
。
⑤
よ
り
一
層
、
市
の

魅
力
を
発
信
し
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
す
べ
き
で
あ
る
。
⑥
義

務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
の
所

得
制
限
撤
廃
を
評
価
す
る
が
、
高

校
生
等
を
含
む
所
得
制
限
撤
廃
を

強
く
要
望
す
る
。
⑦
市
立
学
校
体

育
館
の
エ
ア
コ
ン
導
入
を
評
価
す

る
。
⑧
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
を
支
え

た
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ

の
支
援
を
引
き
続
き
要
望
す
る
。

フォーラム小平フォーラム小平

　

教
育
費
の
増
額
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
認
知
度
向
上
の
取
組
等
は
評
価
す
る

が
、
①
市
立
保
育
園
３
園
の
民
間
移
行

は
、
園
庭
面
積
が
狭
く
な
り
、
十
分
な

外
遊
び
が
で
き
る
か
心
配
で
あ
る
。
②

小
学
校
の
給
食
調
理
の
民
間
委
託
は
全

く
検
証
さ
れ
ず
進
ん
で
い
る
。
保
育
園

の
給
食
調
理
の
民
間
委
託
を
進
め
る
に

は
コ
ス
ト
面
等
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

③
学
童
ク
ラ
ブ
に
、
５
年
で
事
業
者
が

変
わ
る
指
定
管
理
を
広
げ
る
こ
と
は
疑

問
で
あ
る
。
④
小
川
駅
西
口
地
区
再
開

発
事
業
等
は
、
地
域
住
民
同
士
で
合
意

点
を
探
る
や
り
方
に
変
え
る
必
要
が
あ

る
。
⑤
鎌
倉
公
園
整
備
事
業
は
、
地
域

住
民
等
の
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
。

⑥
都
市
計
画
道
路
は
、
６０
年
前
の
都
市

計
画
の
ま
ま
進
め
る
必
要
が
あ
る
か
疑

問
で
あ
る
。
⑦
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
人
工
芝
化
は
慎
重
な
検
討
を
求
め
る
。

まちづくり市民こだいらまちづくり市民こだいら

　

①
市
内
店
舗
改
修
等
補
助
事
業
や
農

商
連
携
推
進
事
業
の
継
続
を
評
価
す
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
自
宅

療
養
者
等
へ
の
継
続
支
援
、
介
護
職
員

資
格
取
得
補
助
の
実
施
等
を
評
価
す
る
。

③
小
学
校
の
自
閉
症
・
情
緒
障
が
い
支

援
学
級
の
設
置
と
、
中
学
校
の
開
設
準

備
会
の
開
始
等
を
評
価
す
る
。
給
食
は

早
期
無
償
化
を
求
め
る
。
④
義
務
教
育

就
学
児
医
療
費
助
成
制
度
の
小
学
３
年

生
ま
で
の
所
得
制
限
撤
廃
を
評
価
し
、

１８
歳
ま
で
の
撤
廃
を
求
め
る
。
子
ど
も

の
権
利
条
例
制
定
を
求
め
る
。
⑤
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
女
性
相
談
試
行
等
を
評
価
し
、

生
理
用
品
配
布
事
業
の
再
開
を
求
め
る
。

⑥
平
和
学
習
等
を
評
価
し
継
続
を
求
め

る
。
な
お
、
市
職
員
の
増
員
、
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
対
す
る
市

独
自
の
緊
急
支
援
実
施
、
駅
前
再
開
発

事
業
等
の
計
画
の
見
直
し
等
を
求
め
る
。

日本共産党小平市議団日本共産党小平市議団

　

①
義
務
教
育
就
学
児
医
療
費

助
成
制
度
の
小
学
３
年
生
ま
で

の
所
得
制
限
撤
廃
を
評
価
し
、

対
象
学
年
拡
大
を
求
め
る
。
②

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
設
置
モ
ニ
タ

ー
助
成
の
大
幅
拡
充
等
を
評
価

し
、
普
及
に
向
け
周
知
を
要
望

す
る
。
③
災
害
時
の
緊
急
情
報

サ
ー
ビ
ス
開
始
は
評
価
す
る
が
、 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
等
の
犯
罪
抑

止
施
策
の
拡
充
を
求
め
る
。
④

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
時
間
延
長
等

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
求
め
る
。
⑤

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
等
は
き
め
細
か
な
対
応
の
継

続
を
求
め
る
。
⑥
ま
ち
の
環
境
美

化
条
例
は
一
層
の
周
知
等
を
要
望

す
る
。
⑦
本
格
的
な
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
実
現
に
向
け
学
校
間

格
差
の
解
消
、
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用

等
の
取
組
を
求
め
る
。
自
閉
症
・

情
緒
障
が
い
特
別
支
援
学
級
の
開

設
に
向
け
て
は
、
保
護
者
に
寄
り

添
う
丁
寧
な
対
応
を
要
望
す
る
。

市 議 会 公 明 党市 議 会 公 明 党

　

①
経
常
収
支
比
率
は
９８・９
％

で
、
令
和
４
年
度
よ
り
悪
化
し

て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の

取
組
も
目
標
設
定
が
低
い
。
②

Ｄ
Ｘ
施
策
は
、
年
度
ご
と
の
細

か
い
数
値
目
標
の
設
定
が
な
い
。 

③
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
進
捗
が

見
ら
れ
な
い
。
④
積
極
的
に
経

済
活
動
を
下
支
え
す
る
、
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
消
費
喚
起
施
策

が
な
い
。
⑤
子
ど
も
・
子
育
て

施
策
は
、
市
独
自
施
策
が
あ
っ

て
し
か
る
べ
き
で
、
不
十
分
で
あ

る
。
⑥
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
は

具
体
的
に
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
が
な

い
。
⑦
中
央
エ
リ
ア
再
整
備
事
業

を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ビ
ジ

ョ
ン
が
な
い
。
慢
性
的
な
道
路
渋

滞
等
の
東
部
地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
動
い
て
い
な
い
。
⑧
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
効
果
を

最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
の
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
へ
の
投
資
が
な
く
、

推
進
の
姿
勢
が
全
く
見
え
な
い
。

政 和 会政 和 会

　

①
女
性
管
理
職
５
割
の
公
約
に
対
し
、

誤
り
を
認
め
誠
実
に
向
き
合
う
べ
き
で

あ
る
。
②
人
事
に
戦
略
性
が
な
い
。
③

経
常
収
支
比
率
を
改
善
す
る
取
組
が
な

い
。
④
中
央
エ
リ
ア
整
備
は
、
今
後
事

業
費
が
膨
れ
上
が
る
懸
念
が
あ
る
。
⑤

保
育
園
民
間
移
管
に
伴
う
市
有
地
売
却

の
方
法
は
、
民
主
的
で
開
か
れ
た
行
政

と
は
程
遠
い
。
⑥
行
動
自
粛
、
マ
ス
ク

勧
奨
等
の
感
染
症
対
策
は
効
果
が
な
く
、

命
と
健
康
を
脅
か
す
対
策
の
継
続
は
認

め
ら
れ
な
い
。
⑦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
問
題
点
等
を
周
知
す
る
責
任
を
放
棄

し
て
い
る
。
⑧
地
域
セ
ン
タ
ー
職
員
の

現
状
解
消
の
た
め
の
業
務
委
託
は
適
切

な
対
応
か
疑
問
で
あ
る
。
⑨
小
平
駅
北

口
地
区
再
開
発
事
業
は
再
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
⑩
教
育
委
員
会
に
お
け
る
、

い
じ
め
重
大
事
態
の
運
用
改
善
に
不
可

欠
な
庁
内
連
携
等
の
姿
勢
が
見
え
な
い
。

一人会派の会一人会派の会

　

保
育
事
業
の
充
実
化
、
子
育
て
支
援

の
推
進
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
の
女
性
相
談
試

行
実
施
等
を
評
価
す
る
。
な
お
、
①
地

域
課
題
に
市
民
の
力
が
発
揮
で
き
る
協

働
の
仕
組
み
づ
く
り
を
求
め
る
。
②
男

女
共
同
参
画
推
進
は
市
民
団
体
等
と
の

連
携
強
化
を
求
め
る
。
③
暮
ら
し
が
豊

か
に
な
る
公
園
の
活
用
方
法
の
検
討
を

求
め
る
。
④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
が
困
難
な
地
域
も
含
め
、
公
共
交
通

の
在
り
方
の
検
討
を
求
め
る
。
⑤
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
把
握
と
支
援
体
制

の
整
備
強
化
を
求
め
る
。
⑥
子
ど
も
の

権
利
に
関
す
る
施
策
の
実
施
を
求
め
る
。

⑦
複
数
の
教
員
等
が
チ
ー
ム
制
で
子
ど

も
を
見
る
仕
組
み
な
ど
、
幅
広
い
視
点

で
学
校
の
在
り
方
の
検
討
を
望
む
。
⑧

学
習
補
助
員
の
人
員
確
保
の
対
策
を
求

め
る
。
⑨
全
学
校
で
マ
ス
ク
を
外
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
の
強
化
を
求
め
る
。

生活者ネットワーク生活者ネットワーク

賛成 賛成

賛成 賛成

反対

反対反対

令
和
５
年
度

（単位：千円、％）
５年度
予算額

４年度
予算額 伸び率

一 般 会 計 77,990,000 77,４４４,000 0.7

特
別
会
計

国民健康保険事業 18,４60,000 17,790,000 3.8

後期高齢者医療 ５,10５,000 ４,839,000 ５.５

介 護 保 険 事 業 1５,633,000 1５,0４3,000 3.9

下
水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 入 ４,286,308 ４,307,712 △0.５

収 益 的 支 出 3,88４,４76 3,86４,827 0.５

資 本 的 収 入 1,４17,137 1,710,019 △17.1

資 本 的 支 出 2,772,011 2,69４,37５ 2.9

令和５年度予算総額

安易な民営化事業、型にはまった
都市計画推進事業に疑問を感じる

つながり、共に創るまちこだいらを目標として、
おおむね適正な予算と判断

市長は公約に対し、誠実な姿勢で
向き合っていない

まちづくりのビジョンが見えず、
市の独自施策がない点を指摘

コロナ禍からの回復を目指す、
物価等の高騰に対応する予算

会派として長年要望した
事業等の実現を評価する

コロナ禍の支援、子ども子育て支援、
教育環境の充実等を評価


